
私たちは積極的に構造見学会を開催し、皆様の家づくりに対
する疑問にお答えしています。
一生に一度の経験、そして最も高価な買物であるマイホーム
だからこそ、建てる前に、取得する前に、しっかり見て、聞
いて、確かめて、納得のいく家づくりを実現してください。
後悔先に立たず、そして後悔は一生、見学は１時間、この１
時間を惜しまないでください。

屋根面の外通気層を二重に
することで、小屋裏の
温度上昇を、より
一層抑制します。

空気が温まると上昇する性質を利用し、壁内
と屋根裏で温度が上昇した空気を屋外へ排出
します。それに伴い、温度の低い床下の空気
や外気が上昇します。
これらの空気の流れにより、夏涼しい住まい
を創造します。
さらに、調理熱などの生活熱も、壁体内を通
じて排出します。
また、屋内の湿気も壁体内を通じて排出しま
すので、カラッとした爽やかな空間を創出し
ます。

冬は矢切と床下の換気口が完全に閉じます。
夏場と同じように温められた空気は上昇しますが、換気口が閉じた状
態なので、暖かい空気が逃げずに、非日射面(北側など)へと流れてい
きます。その空気に押しやられ、非日射面の空気が日射面(南側など)
に回ってきて温められます。この空気の循環が行われることにより壁
体内、屋根裏、床下の空気全体が温まります。
この仕組みが、冬暖かく、しかも、屋内の温度差を抑えた住まいを創
出します。さらに、空気は硬質ウレタンフォーム系の断熱材とほぼ同
じ低い熱伝導率を持ちます。
つまり、空気は高い断熱性能を持っており、高性能断熱材ネオマフォ
ームとのダブル断熱で、夜の冷たい外気を屋内に伝えにくくします。

壁体内通気のない家では、壁内と屋根裏で温
度が上昇した空気の逃げ場がなく、屋内を熱
くしてしまいます。
さらに、いったん温まってしまった空気は冷
めにくく、これが熱帯夜の原因でもあるので
す。
また、高気密高断熱の家になればなるほど温
まってしまった屋内は冷めにくく、高気密高
断熱がかえって夏暑い住まいになりかねない
のです。


